
荒川修作の意味のメカニズムを解読する(4) 

- 光への感受性を身体に教え込むバイオスクリーブハウス - 

An Interpretation of "The Mechanism of Meaning" by ARAKAWA+GINS (4) - 

Knowledge to See and Appreciate Lights Embodied inside The Bioscleave House 

写真・参考資料     得丸公明

2.1 アラカワとの出会い 

   

2.2 バイオスクリーブハウス訪問 

 

図 2 バイオスクリーブハウス 

2.2.1 訪問 1:  4 月 30 日 13 時から 20 時半 

 

図 3 最初に撮影した写真 

 

     図 4 リングで綴じられた家の使用法 
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図 5/6/7 部屋の配置, 天窓, スイッチは相似形 

 

図 8 光り輝くものが目に飛び込んできた 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



2.2.2 5 月 2 日 交差点で旧友に出会う 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2.2.3 訪問 2: 5月 5日 4時から 18時 30分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



2.2.4 連写モードでお別れ 

 

 

 

 

3.1 旅客機内の夜景 

 

 



3.2 浅草雷門と家の相似 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.4良寛和尚の五合庵の木漏れ日 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



5. 反射と影のベクトル情報 

 

脳脊髄液接触ニューロン：B. Vigh (1983) The 

System of Cerebrospinal Fluid-Contacting Neurons (日

本組織学記録 46:4) 

 

 

日本語の文節は「概念＋文法」構造 

 
フランス語では冠詞・代名詞・前置詞などの文法語

が概念に先行するから論理的表現になるのだろう 

 

 

免疫グロブリンの可変部・不変部の構造 


